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I 研 究 目 的

平成 4年 9月 より小 。中・高等学校に月 1回の学校週 5日 制が導入され,現在は月 2回で実施さ
れている。そして,21世紀の初頭には完全週休 5日 制が実施されることになっているが, このよう
な流れの中で教育課程審議会は中央教育審議会の第一次答申を受け,「生きる力とゆとりJと いう
テーマの下で,教育課程の再編成作業を行っており,近い将来教育内容の大規模な変更が行われる
だろう,と 言われている。

現在は学校週 5日 制の過渡期にあり,児童・生徒の意識や活動実態あるいは保護者の意識につい
ての報告

1～ 11)ゃ
教師・学校側の学校経営の実態に関する報告

12～10が
ぁるが,児童・生徒の調査で

は,学校週 5日 制に対する賛成・反対,休業土曜日の過ごし方についての希望や活動実態,問題点
などについて,かなりのことが明らかになっている。また,保護者の調査では学校週 5日制に対す
る賛成・反対,休業土曜日に子供に期待する休業土曜日の過ごし方などについても多くの報告があ
るが, しかし,学校週 5日 制についてどのような人がどのような意見を持っているかという観点か
らの分析は見られない。

また,学校経営の実態に関する報告では,学校週 5日 制の導入により学校の行事の削減が進行し
つつあり,体育的行事も減少しつつある実態が明らかになっている16,171。 そのため,運動会の平日
開催注
1)ゃ地域の行事への移行の可能性

19を
指摘する意見もある。さらに,教育課程の再編成作業

が現在行われているが,体育の授業時数の削減の可能性を指摘する意見如)も あり,新編成される教
育課程の内容については学校体育経営への影響の甚大さから気になるところである。

このように学校週 5日 制の実施や学校の体育的行事の削減など,新制度の導入により現在すでに
変化の表れている問題と新たに今後議論される問題があるが, これらの問題に対して保護者はどの

ように考えているのであろうか。また, どういう保護者がどういう意見を持っているのであろうか。

本研究はこれらの分析を研究目的としている。

*Department of Physical Education,Faculty of EducatiOn,Tottori University
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H研 究 方 法

1 データの収集

鳥取大学附属中学校の生徒全員に調査票を持ち―帰っても―らい,保1護者が記入した後回収した。回

収した部数は男子32部,女子285部の合計3御部である。なお,調査に協力して頂いた人の特性を示

したのが表1である。

調査期間は1996年 7月 である。

表 1標 本 の 特 性

特 性

画答者の

性別

男子

女子

82
235

22.
77.

３

　

７

回答者 の1年令

30才代前半
30才 代後半
40才 代前半
40オ 代後半
50才代市打半

7

85
191
71
10

1,  9

23. 4
5.2i.5
■ 9. 5
2. 7

子 供 数

22
177
143
19
1

6、  1

48. 9
39. 5
5. 2
0。  9

1ン代

2ム、

ヨ人

4人
5人

中学 在籍 中の

年長児の

学年

中学 1年

中学 2年

中学 3年

130
116
120

35. 5
31. 7
32. 8

学校へ の期待内容

学力を向上させて欲 しい

躾の教育を して欲 しい

個性を仲ば して欲 しい

社会性を育成 して欲 しい

その他

178
4

73

85
4

5 1.

1.

21.
24・

1.

7

2

2

7

2

父親 と子 供 の

会議 の頻度

よく会議する

たまに会話する

あまり会話 しない

|まとんど会議 しない

■72
147
24
14

48.
4■ .

6.

3,

2

2

7

9

母親 と子供の

会議の頻度

よ く会議す る.

たまに会議 す る

あま り会話 しな とヽ

ほとん ど会議 しな い

７

１

　

５

一

２

１

４

３ 86.
11と

1.

O.

8

2

4
5



鳥取大学教育学部研究報告 教育科学 第 39巻 第 1号  (1997)

2 データの分析

どういう保護者がどういう意見を持っているのかを探るためχ
2検定を行ったが,検定結果の有

意性については,表タイトルの右肩につけたアスタリスクにより示した。また,有意差の見られる
2× 3以上の分割表を使用した変数については,残差分析も行った。残差分析の結果は表中の数値
の右肩につけたダッカー及びアスタリスクにより示したが, 十は有意傾向, *は 5%水準,**は
1%水準そして,***は 0,1%水準の有意性をそれぞれ示している。なお,各項目間のクロス集計
結果の中で,男女別の分析結果についてはすべての組み合わせを掲載したが,男女別以外の組み合
わせについては,有意差の認められる組み合わせのみ記載した。

Ⅲ 結果及び考察

1 保護者の学校週 5日 制に対する賛否

1)男女別に見た賛否
表 2-1は保護者を男女別に見た学校週 5日 制に対する賛否である。男女ともに賛成の比率が反
対の比率を大幅に上回っている。男女間の比較では賛成である,何ともいえない,で男女間に10%
程度の差が見られるものの,学校週 5日 制については男女ともに 5割前後の保護者が賛成している
と考えられる。この結果を同じく中学生の保護者を調査対象としているくもん子ども研究所の調査

結果
2つと比較すると,賛成の比率が男子では同程度であるが,女子では本調査が10%程度低くなっ
ている。

表 2-1 男女別に見た学校週 5日制に対する賛否

男子 女子

賛成である

何とも言えない

反対である

55, 0

30 0

15. 0

(N=80)

45, 8

40 8

13. 4

(Nと 277)

2)小・中学校に在籍する年長男子の年令別に見た賛否
表 2-2は小 。中学校に在籍する年長男子の年令別に見た学校週 5日 制への賛否である。 χ2検

定を行った結果,有意差が認められたため残差分析を行ったが,学校週 5日 制に対して12才,13才
では賛成が多く,14才,15才では賛成が少ない。また,反対については小 。中学校に在籍する男子
はいないとする保護者で少なく,H才以下に多く (有意傾向)な っている。高校を受験する年令で
ある15才の長男を持つ保護者で賛成が最も少なく,15才 。14才注2)の グループと13才・ 12才のグルー

プとでは賛成に対する比率が非常に異なっており,年令の違いによる高校受験への対応の切実度が
表れているものと見ることが出来よう。また, この結果を中学 3年生の保護者を調査対象とした日

本PTA全国協議会の調査結果229と 比較すると,賛成の比率はほぼ等しい。
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表 2-2 小・中学校に在籍する年長男子の年令別に見た学校週 5日 制への賛否料*

12才    13才    14才    15才   11才 以下  男子いない

賛成である     60.7t   60.9*   29,6料    28.6i   39。 4    50.9
何ともいえない   23.2帯    26.1・    61.144+  52.4   39.4    42.1
反対である     16.1    13.0    9.3    19.0   21.2ヤ     7.0・

(N=56)  (N=69)  (N二 54)  (N=21)  (N=33)   (N=114)

χ
2=31.380    fp<.10   *p<.05   手4p<.ol   ・孝■p<.o01

なお,年長女子についても男子と同様の分析を行ったが,有意差は認められなかった。
3)父親との会話状況別に見た賛否
表 2-3は 日常生活での父親との会話状況別に見た学校週 5日制に対する賛否である。 χ2検定
を行った結果有意差が認められたため残差分析を行ったが, 日常生活で子供とあまり会話をしない

とする父親に,学校週 5日制への反対が多く見られた。また,た まに会話するとする父親に何とも

言えないという意見が見られた (有意傾向)。

なお,母親との日常生活での会話状況についての分析も行ったが,有意差は認められなかった。

表2-3 父親との会話状況別に見た学校週5日制への賛否*

よく会話する   たまに会話する   あまり会話しない

賛成である        53,7     45,0       51.2

何ともいえない      40.9     49.6'      32.6

反対である         5.5      5,4       16.3帯
(N=164)   (N=129)      (N=43)

χ
2=10.084    'p<.10  ・p<.05  孝4p<.ol

4)期待する休業土曜日の過ごし方別に見た賛否
表2-4は期待する休業上曜日の過ごし方別に見た学校週 5日 制への賛否である。χ2検定を行っ
た結果有意差が認められたため残差分析を行ったが,休業土曜日には勉強して欲しいとする保護者

では学校週 5日 制に反対の人が他の群と比較してきわめて多く,賛成の人は少ない。一方,休業上

曜日にはゆっくり休養して欲しいと考えている人では賛成の人が多く,反対の人が少なくなってお

り,休業土曜日の過ごし方についての保護者の期待内容と学校週 5日 制に対する賛否との間に関連

性のあることがわかる。
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表2-4 期待する休業上曜日の過ごし方別に見た学校週5日制への賛否*キ *

賛成である

何ともいえない

反対である

22. 2格 *

36. 1

41, 7キ・・

(N=36)

44. 7

42. 4

12. 9

(N=85)

46. 6

41,4

12. 1

(N=58)

58,

32.

8.

(N=1

5・
率

6

94

35)

46. 9

43. 8

9。  4

(N=32)

I

H

皿

Ⅳ

V

勉強して欲 しい

文化的・芸術的活動をして欲 しい

スポーツを して欲しい

ゆっくり休養して欲しい

その他

χ
2=33.344 *p<.05

5)体育的行事の削減に対する意見別に見た賛否
表 2-5は体育的行事の削減に対する意見別に見た学校週 5日 制に対する賛否である。χ2検定
を行った結果有意差が認められたため残差分析を行ったが,体育的行事の削減に対 して好ましいと

考えている人では学校週 5日 制に対して賛成の人が多く見られる。他方,体育的行事の削減に対し

て好ましくないと考えている人では学校週 5日 制に対して賛成の人が少なく,反対の人が多い。

表2-5 体育的行事の削減に対する意見別に見た学校週5日制への賛否*料

好ましい 何ともいえない 好ましくない

賛成である

何ともいえない

反対である

65, 3キ・

20. 4**

14. 3

(N=49)

50.

40

8.

(N=17

36, 7料

41, 7

21, 74■

(N=120)

8

8

4・・

9)

χ
2=20.523

6)体育の授業時数の削減に対する意見別に見た賛否
表2-6は体育の授業時数の削減に対する意見別に見た学校週 5日制に対する賛否である。体育
の授業が削減されても構わないと考えている人に学校週 5日制への賛成者が多く見られる。また,

何とも言えないとする人が他の群と比べて少なく,態度の明確な人が多い。

学校週 5日制に対して賛成する人にはどういう人が多いのか,また,反対する人にはどういう人

が多いのか,と いうことを検討するため,学校週 5日 制に対する賛否と保護者の個人的属性及び意
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表2-6 体育の授業時数の削減に対する意見別に見た学校週5日制への賛否半*

削減されてもtFtrわ ない 何ともいえない 削減されては困る

賛成である

何ともいえない

反対である

61. 0キネ

22. 04*半

17. 1

(N=82)

44.4

41,0

14. 6

(N=144)

42.

47.

9.

(N三 1

７

　

６

　

７

24)

χ
2=14.867    孝p<.o5   キ・p<.ol   ・ホp<.001

見とのクロス集計を行い,性別以外の分析結果についてはχ2検定の結果有意差の見られるクロス

表だけ掲載したが,学校週 5日 制に対する賛否は学業に強く規定されていると考えられる。学校に

対する保護者の期待内容 (学力の向上 。躾の教育・個性の仲長・社会性の育成の中から択―で回答

してもらったが,表の掲載は省略した)と 賛否とのクロス集計結果では有意差が認められなかった。
しかし,保護者が学校に期待する学習内容を 1個に限定することには無理が合ったと考えられる。
したがって,有意差が認められなかったのは当然といえるが,小・中学校に在籍する年長男子の年
令別の分析,保護者の期待する休業土曜日の過ごし方別の分析の結果より,土曜日が休業になるこ
とにより勉強がおろそかになり,学力に影響することを危惧している人に学校週 5日制に反対の意
見を持つ人が多いと考えられる。

一方,小・中学校に在籍する年長男子の年令別の分析及び保護者の期待する休業土曜日の過ごし
方別の分析より,学校週 5日 制に反対の保護者よりも子供が低年令であり,勉強も大事であるが休
日にはゆっくり休養して欲しい,と考えている人に学校週 5日制に賛成の人が多く, また,学校の
体育的行事や体育の授業時数の削減に対して肯定的な人に学校週 5日制への賛成者が多いことから,

教育課程の精選・スリム化に賛成の人に学校週 5日 制への賛成者が多いと考えられる。

2 保護者が子供に期待する休業土曜日の活動内容

1)男女別に見た期待する休業上曜日の活動内容
表 3-1は男女別に見た期待する休業土曜日の活動内容である。保護者が期待 している休業土曜
日の活動内容の中で最も割合の高いのは,男子の保護者では文化的・芸術的活動であり,女子の保
護者ではゆっくり休養して欲しい,である。
男女間の比較では男子の保護者ではスポーツをして欲しいと考えている保護者が多く,ゆ っくり
休養して欲しいと考えている人は少ない。一方,女子ではスポーツをして欲しいと考えている保護
者は少なく,ゆっくり休養して欲しいと考えている人が多く見られ,休業土曜日に保護者が子供に
期待している活動内容について男女の保護者間に差異が見られる。

2)学校への期待内容別に見た期待する休業土曜日の活動内容
表 3-2は学校への期待内容別に見た期待する休業土曜日の活動内容である。学校に対する期待
内容として子供の学力の向上を最優先させている保護者では,休業土曜日に休養や文化的 。芸術的
活動,スポーツをして欲しいと考えている点では他の群と同様であるが,勉強して欲 しいと考えて
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表 3-1 男女別に見た期待する休業上曜日の活動内容 *

男 子       女 子

勉強して欲しい            8,9      10.5
文化的・芸術的活動をして欲しい   29。 1      24.4
スポーツをして欲しい        27 8帯     13 1手 奉

ゆっくり休養して欲しい       26.6*     41.54
その他                7.6      10.5

(N=79)     (N=275)

χ
2=12.973    半p<.o5   奉*p<.ol

表3-2 学校への期待内容別に見た期待する休業上曜日の活動内容辛

学力の向上    個性の仲長    社会性の育成

勉強して欲しい             15.4・ *     4,3.      3.64

文化的。芸術的活動をして欲しい    25.1     34.3i     22.6
スポーツをして欲しい          14,9     15,7      21.4
ゆっくり休養して欲しい        36.6     40.0     38.1
その他                  8,0      5.7      14.3.

(N=175)    (N=70)      (N=84)

χ
ワ=18.355    tp<.10   *p<.05   44p<.ol

いる保護者が他の群に比べて多く見られる。個性の仲長を最優先して期待している保護者には,勉
強して欲しいと考えている人が少なく (有意傾向),文化的・芸術的活動をして欲しいと考えてい
る人が多く (有意傾向)見 られる。また,社会性の育成を最優先して期待している保護者では,勉
強して欲しいと考えている人が少なく,趣味を追求して欲しい等のその他の活動を期待している人
が多く見られ (有意傾向),保護者の学校への期待内容と期待する休業土曜日の活動内容の間に関
連性が見られる。

3 保護者が子供に期待する休業土曜日の過ごし方

1     1)男 女別に見た期待する休業土曜日の過ごし方
1      表4-1は男女別に見た子供に期待する休業土曜日の過ごし方である。男女とも保護者は家族と

過ごして欲しいと考えている人が最も多いが,友達と過ごして欲しい, 1人でもいいから,好きな
,    ことをして欲しいについては,男子では両者が同程度であり,女子では後者が前者を上回っている。
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表 4-1 男女別に見た期待する体業土曜日の過ごし方

男子 女子

家族と過ごして欲しい

友達と過ごして欲しい

1人でもいいから,好きなことをして欲しい

NoA

39, 2

26. 6

26 6

7. 6

(N=79)

46. 1

18, 6

23. 3

7. 1

(N=269)

なお,男女の保護者間の差違については有意差が認められなかった。

2)小 。中学校に在籍する年長男子の年令別に見た期待する休業土曜日の過ごし方

表4-2は小 。中学校に在籍する年長男子の年令別に見た期待する休業土曜日の過ごし方である。
年令別の比較では15才の子供を持つ保護者に家族と過ごして欲しい, と考えている人が他の年令群

よりも少なく,友達と過ごして欲しいと考えている人が多く見られる。また,11才以下の子供を持

つ保護者では家族と過ごして欲しい,と考えている人が他の年令群よりも多い。なお,保護者の家

族と過ごして欲しいという希望は11才以下で最も高く,15才で最も低かったが年令が高くなるにつ

れて減少していく傾向がみられる。一方,友達と過ごして欲しい,と いう希望は 15才の子供を持
つ保護者で最高の値を示し,年令が下がるにしたがって減少していく傾向が現れており,子供の年

令により保護者の子供に期待する休業土曜日の過ごし方に違いが見られる。

表4-2 小・中学校に在籍する年長男子の年令別に見た期待する休業上曜日の過ごし方*

12才  13才  14才  15才  11才以下 男子いない

家族と過ごして欲しい

友達と過ごして欲しい

1人でもいいから好きなことを

して欲しい

その他

35.2  22.7・

25.9    45.54■

33.3    27.3

5.6   4.5

(N=54)  (N=22)

37.5  48.5

21.4    24.2

30.4    22.7

10.7  4.5

(NE56)  (Nこ66)

59.4イ

12.5

21.9

6.3

(N=32)

50.5

10.3科

31.8

7.5

(N=107)

χ
2=25,740

'p<.10 ・p<.05
キ・p<.ol

3)期待する休業土曜日の活動内容別に見た期待する休業土曜日の過ごし方
表4-3は保護者が期待する休業上曜日の活動内容別に見た期待する休業土曜日の過ごし方であ
る。休養土曜日には子供に勉強して欲しいと考えている保護者では,他の群と比べて家族と過ごし

て欲しいと考えている人が多く (有意傾向),友達と過ごして欲しいと考えている人は少ない (有



鳥取大学教育学部研究報告 教育科学 第 39巻 第 1号 (1997)    147

表4-3 期待する休業上曜日の活動内容別に見た期待する休業土曜日の過ごし方料キ

家族と過ごして欲しい

友達と過ごして欲しい

1人でもいいから好きなことを

して欲しい

その他

32.5キ
ー
  52.6

32.5帯  33.3帯

30.1   10.5料

4.8    3.5

(N=83)    (N=57)

47.8      34.4

11.94孝   18.8

36.6・
Ⅲ
     18.8

3.74     28.1+4■

(N=134)   (N=32)

58.3.

8.3.

19.4

13.9

(N=86)

:勉強して欲 しい χ
2=61.053 Tp<.10 孝p<.o5 ・*p<.ol 料4p<.ool

:文化的・芸術的活動をして欲しい

:スポーツをして欲しい

:ゆっくり休養して欲しい

:その他

4 体育的行事の削減に対する保護者の意見

1)男女別に見た体育的行事の削減に対する意見
表 5-1は男女別に見た体育的行事の削減に対する保護者の意見である。男女ともに何とも言え
ないと回答した人が最も多いが,次いで,体育的行事の削減は好ましくないとする人が多く,好ま
しいと答えた肯定派をかなり上回っている。

表 5-1 男女別に見た体育的行事の削減に対する意見

男子 女子

Ｉ

Ｈ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

好ましいことである

何ともいえない

好ましくない

N・ A

18. 3

47 6

32 9

1.  2

(N三 82)

12, 7

50. 2

33, 9

3. 2

(N=283)

2)運動会の平日開催に対する意見別に見た体育的行事の削減についての意見
表 5-2は運動会の平日開催に対する意見別に見た体育的行事の削減についての保護者の意見で
ある。運動会は平日開催でも構わないと運動会の平日開催に対して肯定的な意見を表明した保護者
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では,他の群と比較すると体育的行事の削減に対して好意的な人が多く,非好意的な人が少ない。

平日開催では困ると平日開催に対して否定的な意見を表明した保護者では,体育的行事の削減に対

して好意的な人は少なく,非好意的な人が多い。また,運動会の平日開催に対して否定的な人では ,

体育的行事の削減に対して何とも言えないと不明確な態度を示した人が他の群と比較して少なく,

賛成・反対について明確な態度を表明している人が多い。

表5-2 運動会の平日開催に対する意見別に見た体育的行事の削減に対する意見料■

平日開催でも構わない 何ともいえない 平日開催では困る

好ましいことである

何ともいえない

好ましくない

22. 9・・

58. 6・

18 6手 ■

(N=140)

8. 8

6 1.  8

29. 4

(N=68)

7.844

38. 3榊 4

53, 9・与ヰ

(N=141)

χ
2=46.383 4p<.o5

3)体育の授業時数の削減に対する意見別に見た体育的行事の削減についての意見
表 5-3は体育の授業時数の削減に対する意見別に見た体育的行事の削減についての保護者の意
見である。体育の授業時数が削減されても構わないと考えている肖J減に対して肯定的な保護者では ,

体育的行事の削減に対して削減されることは好ましいことであるという好意的的な反応を示す人が

他の群と比較して多く見られるのに対して,好ましくないと非好意的に考えている人が少ない。一

方,体育の授業時数は削減されては困ると削減に対して否定的な立場をとる保護者では,体育の授

業時数の削減に対して好ましいことであると考えている削減に好意的な人が少なく,好ましくない

と削減に対して非好意的な態度を示す人が多い。また,体育の授業時数の削減に対して否定的な保

護者では体育的行事の削減に対して,賛成・反対の明確な意見を保持している人が多いことがわか

る。

表5-3 体育の授業時数の削減に対する意見別に見た体育的行事の削減に対する意見キ**

削減されても構わない 何ともいえない 削減されては困る

好ましいことである

何ともいえない

好ましくない

29. 6料 4

65. 4・ *

4. 9キ・・

(N=81)

10, 5

67, 7料 4

21. 844*

(N=124)

9. 0・

29. 0学・ 手

62. 14*4

(N=145)

χ
2.99.497 ・p<.05 ・・p<.01 ‡4率 p<.ool
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5 運動会の平日開催についての対する保護者の意見

1)男女別に見た運動会の平日開催に対する意見
表 6-1は男女別に見た運動会の平日開催に対する保護者の意見である。運動会の平日開催に対
して,男子では平日開催でも構わないとする肯定的意見が平日開催では困るという否定的意見を上
回っているが,女子では否定的意見が肯定的意見を若千上回っている。
男女間の比較では,平日開催でも構わないという意見が女子と比べて男子の方に多く見られる。
また,何とも言えないという意見は男子と比べて女子の方に多く見られ,男女差が見られる。なお ,

平日開催では困るという意見については有意差が認められなかった。

表6-1 男女別に見た運動会の平日開催に対する意見*

男子 女子

平日開催でも構わない      50.6半      37.3+
何ともいえない

平日開催では囚る

11. 44       21. 5*

38. 0      41. 2

(N=79)             (N=279)

χ
2=6.158    オp<.05

2)体育の授業時数の削減に対する意見別に見た運動会の平日開催に対する意見
表 6-2は体育の授業時数の削減に対する意見別に見た運動会の平日開催に対する保護者の意見
である。体育の授業時数は削減されても構わないという削減に対して肯定的な保護者では,運動会
が平日開催でも構わないという運動会の平日開催に肯定的な人が最も多く,平 日開催では困るとい
う平日開催に対して否定的な人の割合を 3倍上回っている。授業時数は削減されては困るという削
減に対して否定的な人では,平 日開催では困るという平日開催に対して否定的な人が最も多く,肯
定的な人を大幅に上回っている。

表6-2 体育の授業時数の削減に対する意見別に見た運動会の平日開催に対する意見料*

削減されても柑わない   何ともいえない   削減されては困る

`平
日開催でも構わない       68,7料 4      34.7       28,1料 手

何ともいえない

平日開催では困る

8. 4*4      27. 44■      19. 2
22. 9料 *      37, 9       52. 7444

(N=83)        (N=124)      (N=146)

χ
つ=44.301    や4p<.o1   4牟■p<.o01
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各群間の比較では体育の授業時数の削減に対して肯定的な保護者は,運動会の平日開催に対して

肯定的な人が多く,平 日開催に対して否定的な人は少ない。また,授業時数の削減に対して否定的

な保護者では運動会の平日開催について否定的な人が多く,肯定的な人は少ない。

6 保護者の体育の授業時数の削減に対する意見及び削減時に期待する体育目標

1)体育の授業時数の削減に対する保護者の意見

表 7は男女別に見た体育の授業時数の削減に対する保護者の意見である。男子では削減に対して

否定的な人よりも肯定的な人の方が多いが,女子では肯定的な人よりも否定的な人の方が若千多い。

男女間の比較では男子に授業時数の削減に対して肯定的な人が多く,女子では少ない。また,男

子には体育の授業時数の削減に対して明確な意見を持つ人が女子に比べて多く多く見られる。

表7 男女別に見た体育の授業時数の削減に対する意見*

男子 女子

削減されても構わない

何ともいえない

削減されては困る

37 3キ

21. 5キ

41. 2

(N=279)

50.

11.

38,

(N=7

6キ

4・

0

9)

χ
2=6.158 ・p<.05

2)体育授業時数の削減時に期待する体育目標
表 8は体育の授業時数が従来よりも削減された場合に保護者が期待する体育目標である。男女の

保護者ともスポーツに親しむ態度の育成を期待している人が最も多く,男女とも45%前後を占めて

いる。次に期待されている日標は社会性の育成と体力の向上であり,男女とも25%以上29%未満の

間の支持を得ている。なお,ス ポーツ技術の向上を体育科教育の主要な目標として期待している保

護者は男女ともにきわめて少数である。

表3 男女別に見た体育授業時数の削減時の期待する体育目標

男子 女子

体力を高めたり,発達を促したり等体を鍛えて欲 しい

スポーツの技術を身につけさせて欲しい

友達と協力し合うこと等により社会性を身につけさせて欲しい

スポーツに親しむ態度を育成して欲しい

2 6.  3

2. 5

27. 5

43. 8

(N三80)

28. 7

0. 7

25, 1

45. 5

(N=279)
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学校の体育的行事の削減,運動会の平日開催,体育の授業時数の削減についてのχ2検定より,
すべての組み合わせについて有意差が認められたため,項 目間の関連性の高いことが明らかになっ
た。つまり,ある項目で賛成の保護者は他の項目でも賛成する人が多く,ある項目で反対の人は他
の項目でも反対の意見を持っている場合が多い,と解釈できる。

Ⅳ 要 約

本研究は現在導入 。実施されている学校週 5日 制に関連して生じてきた問題点及び今後生じてく

ると考えられる問題点について, どのような人がどのような意見を持っているのかを分析してきた

が,結果を要約すると以下のようになる。
1.学校週 5日 制についての賛否では,15才・ 14才の子供を持つ保護者のグループで他の群と比較
して賛成が少なく,また,休業土曜日には勉強して欲しいと考えている保護者には反対が他の群に
比べてきわめて多いことから,学力に影響することを危惧している人に学校週 5日 制に反対の意見
を持つ人が多いと考えられる。

一方,子供が反対群よりも低年令であり,休業土曜日にはゆっくり体養して欲しいと考えている
保護者では賛成の人が多く見られた。また,学校の体育的行事や体育の授業時数の削減に対して肯
定的な人にも賛成の人が多く見られており,教育課程のスリム化に賛成の人に学校週 5日 制に賛成
の人が多いと考えられる。

2.保護者が子供に期待する休養土曜日の活動内容では,保護者の性別,学校への期待内容との間
に関連性が認められた。また,保護者が子供に期待する休業土曜日の過ごし方では,小・中学校に
在籍する年長男子の年令,保護者が期待する休養土曜日の活動内容との間に関連性が認められた。
3.学校の体育的行事の削減,運動会の平日開催,体育の授業時数の削減については, χ2検定の
結果すべての組み合わせに有意差が認められ,項 目間の関連性の高いことがわかった。

学校週 5日 制に対する賛否,学校の体育的行事の削減,運動会の平日開催,体育の授業時数の削
減についての保護者の意識の分析より,項目間に関連性のあることが明らかとなった。そして,保
護者の中には,従来通り学校に多くのことを期待し学校に依存していこうとするタイプと教育課程
のスリム化を支持している学校への依存度の低いタイプが存在する事が明らかになったが,学校週
5日 制が保護者に受容・支持されるためには,依存タイプの保護者が危惧している学力の低下等の
学校週 5日 制の導入により出来する可能性のある様々な問題について,十分な配慮が払われる必要
があろう。

また,今回の分析は体育に関連した項目の分析が中心であり,他教科の関連事項についての分析
は取り扱っていない。しかし,他教科でも体育に関連した項目の分析結果と同様の結果が得られる
のか,或いは,異なった結果が見られるのかについては検討されていいように思う。

本研究では鳥取大学附属中学校生徒の保護者の方々に調査に協力して頂いたが,調査の実施,調
査票の配布 。回収に関して鳥取大学教育学部山岸先生,附属中学校古寺先生,安治先生他多くの先
生方にお世話になりました。記して感謝の意を表します。
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注

注 1)藤田は運動会を平日に開催する学校が増えていることについて,生徒や父兄の運動会に対する期待

や願いを考えれば,やはり,平 日開催は再考を要するのではないか, と述べている
動
。

注 2)小 。中学校に在籍する年長男子の年令は,調査の行われた1996年 7月 の時点での年令である。 した

がって,15才 の生徒が中学 3年生であることは言うまでもないが,14才の生徒の中にも中学 3年生

が含まれているし,他の年令区分の中でも同様の現象が見られる。
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